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学　校　関　係　者　評　価

※実施日　　令和６年２月２４日

現状と課題 重点目標 具体的方策 達成度 学校関係者からの意見・要望・評価等

 組織運営

〇校長・教頭・主幹教諭・主任を
中心とした組織的・機動的な教職
員体制の構築

〇報告・連絡・相談、打ち合わせ
を密にし、前年踏襲から脱却し、
１分掌１改善を行っていく。

Ａ ・校内での先生方の雰囲気はとても良い。
やりがいを感じることや働きやすさが出て
くることで心に余裕ができているのでは。
小さな学校ならではの働きやすさを活かし
新しい変化を入れて楽しく働きやすい学校
になると良い。

□全教職員の学校運営参画意識の
醸成

□働き方改革・業務改善の観点か
らも修正点や改善点を積極的に出
すことができる風土を醸成する。

Ａ ・大きな組織の学校ではなく少人数の教職
員のため、一見まとまりやすく見えるが、
多方面の意見が出にくくなる面もあるかも
しれない。ベテラン教員は、これまでの経
験をいかしてほしい。

◇ ◇ ・教職員一人一人の意識の向上が見られて
いるので継続的な活動をお願いしたい。

 教育課程

〇児童の発達段階や実態を考慮し
た適切な教育課程の編成・実施と
評価・改善

〇学習指導要領の着実な実施（プ
ログラミング教育、外国語教育、
キャリア教育の実施、ＩＣＴの活
用）と、コロナで控えていた対話
的学びを充実させていく。

Ｂ ・朝西タイムの話は子供たちから聞いてい
る。その時必要なことを柔軟に取り入れて
いくのはとても良い。支援員が補佐に入っ
て教えるのはわかりやすくてよいと聞いて
いる。

□児童の学力向上 □少人数指導・習熟度別指導の導
入、ジャンプ教室の実施

Ｂ ・埼玉県学力・学習状況調査に満足してい
る。子供が何が苦手か知ることができ、子
供と今後どうしていこうか話をすることが
できている。

◇ ◇ ・より良い学習方法を考え、さらに個別の
学力向上への熱意が感じられる。

 開かれた学校づくり

〇学校の教育活動の積極的な情報
発信

〇学校公開や学校だより、HPで積
極的に情報を発信する。

Ｂ ・学校ＨＰには学校の様子が細目にアップ
されておりコメント付きで楽しく読んでい
る。普段の何気ない様子もあるとよい。行
事のあり方や保護者の参加方法などコロナ
禍での経験を踏まえて新しい方法を着手さ
せる時期だと感じる。

□学校・家庭・地域の連携した取
組

□学校応援団の活動を充実させ、
授業ボランティアの人材発掘を図
る。学校運営協議会やＰＴＡを軸
とした外部組織との連携を図る。

Ｂ ・学校応援ボランティアの種類や具体的な
内容、申込方法などを保護者はもちろん、
地域への配信への工夫を行ってはどうか。
回覧板に入れたり保護者会、町会の集まり
で説明・アピールするなどわかりやすく募
集するのはどうか。

◇ ◇ ・働き方改革で先生方も大変だろうが、地
域活動に参加していただきたい。

 教職員の資質向上

〇校内研修の課題を精選し、実践
的な研修を実施

〇経験年数に応じた計画的な研
修、学年ブロックごとの授業研究
会を行い授業改善に向けた研修を
行い指導力の向上を図る。

Ｂ ・授業用意がある中での研究や研修は時間
を取られて大変かと思う。特に生徒指導や
保護者対応は先生だけでは手が足りない気
がするので、新たな人材が入ると良い。

□学級経営や生徒指導、保護者対
応などの職員研修を実施

□管理職による教室訪問や声掛け
を行い、適時助言する。（全職員
で共通理解、共通行動）

Ａ ・管理職の教室巡回は、子供たちや職員の
変化を見逃さない効果があると思う。観ら
れている緊張感を持つことで職員の意識向
上にも繋がる。保護者対応の研修を行うと
共に一人で抱え込まなくても大丈夫な環境
づくりに期待する。

◇ ◇ ・算数科は基礎基本が大事。反復練習で徹
底的に教え、出来た児童は褒めること。

 施設・設備等の管理

〇計画的・日常的な安全点検の実
施と即時対応、計画的な修繕計画
の立案
【学校事故０】

〇教職員による日常の安全点検と
地域・保護者の目を入れた多角的
な視点からの安全点検の実施と、
予算を有効活用した計画的な修繕

Ａ ・安全点検はよくされている。教室も含め
整理整頓され気持ちの良い環境づくりをし
ている。洋式トイレの数を増やした方が良
い。低学年で和式トイレで失敗したと聞い
たことがあるし、災害時の避難場所にもな
ることを考慮したい。

□危機管理マニュアルの修正と教
職員への周知徹底

□今年度に即したマニュアルの作
成と会計業務の改善、取扱い規
定、個人情報管理規定の周知徹底

Ｂ ・外壁の高さがたないため、不審者乱入が
心配である。日頃から想定した対応マニュ
アルは進めていただきたい。

◇ ◇ ・高い外塀は、学校からだけでなく、保護
者や地域が一体となり声をあげて実現、設
置できればよい。

【別紙】　令和5年度　学校 自 己 評 価 重 点 目 標 シ ー ト　（川口市立朝日西小学校）
※学校関係者評価実施日とは、学校関係者
評価委員会を開催し、学校自己評価を踏ま
えて評価を受けた日とする。

学校教育目標 進んでできる子・考える子　　　　心豊かな子　　　　たくましい子 達
成
度

 ほぼ達成（８割以上）

 概ね達成（６割以上）

目指す学校像
子供と教師が生き生きと輝き、保護者地域から信頼される学校
～「笑顔　やる気　元気」あふれる朝日西小学校～

 変化の兆し（４割以上）

〇学校事故０を達成。日常の
点検に加え、外部による学校
設備点検を実施することで安
全性を高めることができた。

□校内への不審者乱入を想定
した避難訓練を行い対応マ
ニュアルの改善を進めてい
る。「シェイクアウト訓練」
への参加を機会に避難マニュ
アルも修正した。
◇

 不十分（４割未満）

学　　　　　校　　　　　自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

領　　域
年　　　　　度　　　　　目　　　　　標 年　　度　　評　　価　（ 令和６年１月２２日　現在 ）

重点目標の達成状況 次年度への課題と改善策

〇主任等からの起案をもとに
管理職、主幹教諭等で連携し
つつ、１分掌１改善をほぼ達
成できた。（教職員評価：組
織運営に関する項目A+B97%）

□ふりカエル会議が働き方改
革を意識したボトムアップ型
の会議となるよう改善しつつ
ある。（年3回実施）

◇

〇学習指導要領の内容を着実
に実施できている。特に外国
語（活動）を好きと回答した
児童は県学力調査では県平均
よりも大幅に上回った。

□少人数指導や補習教室を通
して個別指導を充実させるこ
とで。基礎基本の徹底を図っ
た。（県学力調査の伸び：県
平均以上）

◇

〇児童の様子が伝わるように
学校行事やHP等で発信した。
（保護者評価：情報発信
A+B 91％）

□学校応援ボランティア登録
者はわずかながら増加した。
地域との連携については、主
に管理職が地域活動に参加し
た。

◇

〇管理職授業訪問において一
人一授業を実施。また指導者
を招聘しての算数科授業研究
会を年２回実施し実践的な指
導方略を学び合った。

□日常の管理職による教室訪
問等を通して学習指導や生徒
指導の様子を把握し、適時助
言した。

◇

・「ポストコロナ」の時
代に即し、新しい学校教
育の在り方を模索しなが
ら、教育活動を進める。
教職員が主体的に学校運
営に参画したと実感で
き、自己有用感を持てる
組織と教育活動になるよ
う、ボトムアップ型の会
議、研修体制を構築す
る。

・本年度、日課変更に際
し、モジュール授業「朝
西タイム」を取り入れ
た。
・本年度から始める「算
数科」の授業研究を軸に
教師の授業力向上に取り
組み、「個別最適な学
び」と「協働的な学び」
の充実を図り、児童の学
力向上を目指す。推進し
ていく。

・地域・保護者への情報
発信については、より充
実を図るように改善す
る。
・学校運営協議会の充実
を図るとともに、外部組
織と連携し、地域連携を
推進していく。

・今年度より「算数科」
の教科指導研究を校内研
修として行うこととし、
授業研究会を中心に教師
の授業力向上を目指す。
学級経営や生徒指導、保
護者対応などにおいても
職員研修の機会を設けて
全職員で共通理解、共通
行動していけるようにす
る。

・老朽化による危険個所
が増加している。限られ
た予算の中で計画的に修
繕を進めていく必要があ
る。
・危機管理マニュアルの
修正を含め、今後も事故
の未然防止に向け具体的
な対策を行っていく必要
がある。

・教職員が主体的に学校運営
に参画できたと実感できるた
めには、今後もボトムアップ
された改善案を具現化してい
く必要がある。また、危機管
理においても、教職員が臨機
応変に組織対応できる体制を
整えていく。

・モジュール授業を取り入
れ、日課を変更したことで、
教職員の放課後の時間に１コ
マ分の時間が生まれ、その
分、授業の準備に時間をかけ
ることができている。学力向
上のための少人数指導は、習
熟度別指導を導入し、児童
個々の学習状況の変化を分析
し効果の検証ができた。来年
度は、さらに日課を改善し、
教職員がよりよい授業をでき
るための教材研究や校内研修
の時間を生み出すことを目指
す。

・地域・保護者への情報発信
については、より充実を図る
ようにホームページの更新等
を改善する。
・今後もPTA活動や地域活動
への教職員のかかわり方を模
索し、地域連携を推進してい
く。

・経験年数に応じた研修は、
市教委主催の研修以外の研修
が不十分だった。来年度は学
級経営や生徒指導、保護者対
応などにおいて、校内研修の
機会を設け教職員の力量を高
めていく。
・教職員事故防止に向けた研
修は短時間複数回研修を継続
する。

・老朽化による支障個所が増
加しているが、予算が限られ
ているため、安全面で最優先
に計画的な修繕を進めてい
く。
・今後も大規模地震や不審者
対応の避難訓練を繰り返し事
故の未然防止の具体的対策を
実行していく。


